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第 1部 事業概要 

第 1章 事業の背景 

 本事業の背景として、コロナ禍におけるスポーツ・体育系科目の授業実施に関する背

景・課題、ウェアラブルデバイスの普及、そして本校の所在する船橋市が「スポーツ健康

都市」宣言を行っていることが挙げられる。 

 

1.1 コロナ禍におけるスポーツ・体育系科目の授業実施に関する背景・課題 

 令和 2 年に世界的に流行した新型コロナウイルス感染症は、我が国においても甚大な影

響を及ぼした。令和 2 年 4 月には緊急事態宣言が発出され、外出の自粛等の行動制限をは

じめ、社会活動や経済活動における様々な制限が敷かれた。その結果、市民活動も大きな

影響を受けることになった。専修学校教育においてもその影響は大きく、文部科学省の調

査1によると、令和 2 年 6 月 1 日の時点においても、全国の 2.4%の専修学校が授業を延

期・中断しているという状況にあった。また、同調査では、6 月 1 日時点で授業を実施し

ている専修学校のうち、50.1%の学校が感染拡大の防止に配慮しつつ、学生を通学させて

行う対面授業が実施されており、41.1%の学校では対面授業と遠隔授業とが併用されてい

る。さらに、8.8%の学校では、対面授業が実施されておらず、遠隔授業のみが実施されて

いるという状況が報告されている。このように、専修学校においても、従来の授業形態を

大きく変更せざるを得ない状況となっている。 

 

令和 2 年 6 月 1 日時点における授業の実施状況 

 授業を実施している 授業を延期・中断している 

国立専門学校 9 校（100%） 0 校（－） 

公立専門学校 147 校（100%） 0 校（－） 

私立専門学校 1,977 校（97.4%） 53 校（2.6%） 

（全体） 2,133 校（97.6%） 53 校（2.4%） 

※全国の専門学校のうち、回答のあった学校数を母数としている。回答率

は 78.5%（全 2,784 校中 2,186 校から回答）。小数点第 4 位を四捨五

入。 

 

  

 
1 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた専門学校の授業の実施状況』 

https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_8.pdf 
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令和 2 年 6 月 1 日時点における授業の実施方法 

 対面授業 対面・遠隔を併用 遠隔授業 

国立専門学校 5 校（55.6%） 2 校（22.2%） 2 校（22.2%） 

公立専門学校 87 校（59.2%） 57 校（38.8%） 3 校（2.0%） 

私立専門学校 977 校（49.4%） 818 校（41.4%） 182 校（9.2%） 

（全体） 1,096 校（50.1%） 877 校（41.1%） 187 校（8.8%） 

※令和 2 年 6 月 1 日時点で授業を実施していると回答した 2,133 校を母数としている。 

 

 一方、スポーツ・体育系科目は元来、グラウンドや体育館等の体育施設を教場として利

用し、講師と学生が対面で、学生の身体運動を伴って授業を行うことを前提としてきた。

そのため、これらの授業科目は、遠隔教育で実施することが難しいと考えられている。実

際に、文部科学省の資料2では、専修学校対象のアンケートにおいて、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大を受けて遠隔授業を導入するに当たり、「授業を組み立てるためのノウ

ハウや遠隔授業に適した授業展開、遠隔授業向けの教材など教員のノウハウ不足や、遠隔

授業のコンテンツ不足、学習評価のノウハウ不足などが課題として挙げられた」と報告さ

れている。この結果はスポーツ・体育系科目に限らないが、当該科目においても同様の状

況が考えられる。 

 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のみならず、災害発生時等におい

ても、スポーツ・体育系科目の遠隔での授業実施が必要な場面も生じている。例えば、全

国 12 大学の学生 2,132 人の調査3によると、昨年 4 月から 5 月の緊急事態宣言下におい

て、大学生の心理的ストレスや、生活習慣の乱れ、運動不足、体力の低下が報告されてい

る。実際、6 割以上が心理的ストレスを自覚し、約 9 割が運動不足を自覚して 5 割が全く

運動をしていない、約 8 割が自粛生活で体力の衰えを感じている、等が挙げられている

（以下に詳細を示す）。そのため、こうした状況下においても、スポーツ・体育系科目に

より、学生の生活習慣の正常化や身体活動の促進を行うことは重要である。 

  

 
2 『令和 3 年度予算案をはじめとする専修学校関係の最新の動向について』p.6 

https://www.mext.go.jp/content/20210114-mxt_syogai01-100003309.pdf 
3 『2020 年春の緊急事態宣言下の大学生の心身の健康状態 －全国 12 大学 2,132 名が回答

した実態調査から－』 

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/forum/kanri/forum/pdf/20210402043634.pdf 
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＜精神・社会面＞ 

・6 割以上が心理的ストレスを自覚し、「やる気が出ない」等を自覚している。女子にや

や強い傾向。 

・COVID-19 感染について 71.8%が「不安を感じている」。女子の方が不安を感じる傾

向がやや強い。 

・新学期に入っても 4 割以上が新しい友人や知人ができていない。女子よりも男子の方

が、比率が高い。 

 

＜身体面＞ 

・外出の頻度について、半数以上（53.7%）が「週に 1-2 回」と回答した。男子の方

が、外出頻度が高い。 

・約 9 割が運動不足を自覚し 5 割が全く運動していない。女子では「運動不足を感じて

いる」、男子では「運動不足を感じていない」割合が高い。 

・調査対象者の約 8 割が「体力の衰えを感じる」と回答し、「疲れやすい」とか「脚力

の衰え」を自覚している。 

・約 8 割が自粛生活での体力の衰えを感じ、例年の同時期に比べ「運動を全くしていな

い」割合が 30 ポイント近く増加した。 

図表 1 緊急事態宣言下における大学生の心身の健康状態 

 

 なお、新型コロナウイルス感染症に対応したスポーツ・体育系科目の遠隔授業の取組事

例としては、文部科学省の資料、『新型コロナウイルス感染症に係る専修学校における遠

隔授業の取組事例集』4で、東京スポーツ・レクリエーション専門学校の取組が紹介されて

いる。当校では、アスレティックトレーナーを目指す全学科に先行してオンデマンド型の

一方通行授業を実施し、質問等学生からの要望は、Moodle や LINE を利用してフォロー

を実施している。令和 2 年 5 月中旬より、同時双方向型の授業を展開予定としているよう

に、各校で対応が迫られている状況にあることが改めて分かる。 

 

 さらに、スポーツ・体育系科目には、仲間とともに身体活動を体験することによる「友

達づくり」「仲間との信頼関係づくり」が可能になるという面もあり、心身を健康に保つ

だけでなく、豊かな人間性を育むことも、当該科目が果たしている役割の一つである。前

掲の資料 3でも、「新学期に入っても 4 割以上が新しい友人や知人ができていない」との

データもあり、こうした面からも、スポーツ・体育系科目の遠隔教育導入モデルが必要で

ある。 

 

 
4 https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf 
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1.2 ウェアラブルデバイスの普及 

 近年、話題となっている先端技術の一つに、ウェアラブルデバイスがある。「ウェアラブ

ルデバイス」とは、「wearable（＝身に付けることが可能）な情報端末」のことである。手

首や腕、頭等に装着して使用することで、スマートフォン等を取り出すことなく、簡単に情

報を得ることができる。腕時計型の「スマートウォッチ」やメガネ型の「スマートグラス」

等が代表的なものである。 

 

 

 

 利用シーンとしては、以下のようなものが代表的である。 

 

 （1）コミュニケーション 

   電話の着信やメール・SNS のメッセージを表示する。それらに対して返信できるも

のもある。 

 （2）音楽再生 

   音楽をストリーミング再生したり、本体に保存してある音楽ファイルを再生したり

する。 

 （3）健康管理 

   心拍数、体温、血圧、歩数等を計測し、そのデータを記録することで、健康管理に

活用できる。 

 

 このようなウェアラブルデバイスは、Society5.0 の技術発展により、安価で使いやすい

ものが家電量販店等でも容易に入手できるようになった。特に、「健康管理」に活用され

るウェアラブルデバイスでは、トレーニングやジョギング等の運動時における心拍数等の

バイタルデータを計測し、本体やサーバー等に運動の記録として保存できる。こうしたバ

イタルデータを解析することで、学生が遠隔で取り組む運動に対する評価が可能になり、

先述した専修学校が遠隔授業を導入する際の課題の一つである「学習評価のノウハウ不

足」を解決できる。遠隔で行うスポーツ系科目の学習評価については、学生に運動実践を

動画等に記録して提出させるような課題が国内の大学でも実施されているようだが、学生

の動画を一人一人評価することは非常に時間がかかり、講師にとっても負担になってしま
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う。ウェアラブルデバイスを活用することで、運動の外観だけでは判断が難しい心身への

効果を効率的に評価することが可能になる。また、学校に通わず家庭に拠点を置いて学習

するホームスクーリングが広く浸透している米国では、体育授業に関しても様々な自主身

体活動ツールが用意されているが、それらを各家庭で実施する際の課題の一つとして、

「活動記録の信憑性」が挙げられている5。こうした点においても、ウェアラブルデバイス

でバイタルデータを取得することで、運動の実施日時や実施時間、運動量等が記録される

ことになり、学生が適切に取り組んでいるか判断することができる。 

 

1.3 「スポーツ健康都市」船橋市 

 本校の所在する千葉県船橋市は、昭和 58 年に「スポーツ健康都市宣言」を 

行っており、スポーツを通して健康な生活を営むこと等を目指している。市立船橋高等学

校は野球やサッカー等の全国的な強豪校であることが知られ、バスケットボール B リーグ

の千葉ジェッツのホームタウンでもある等、スポーツ活動の盛んな地域でもある。そのた

め、本事業の取組を基に、将来、地域住民の健康を支える活動にも貢献していくことがで

きる。 

 

 

図表 2 スポーツ健康都市宣言6 

 

  

 
5 "Online Physical Education for Homeschoolers" 

https://www.thoughtco.com/online-physical-education-1833434 
6 船橋市ホームページ 

（https://www.city.funabashi.lg.jp/shisei/shoukai/002/p011413.html）より 



6 

 

第 2章 事業の目的 

 令和 2 年に世界的に流行した新型コロナウイルス感染症の影響により、専修学校は、急

遽、遠隔教育を導入する必要性に迫られた。スポーツ系科目は遠隔教育の導入が難しいと考

えられているが、新型コロナウイルス感染拡大や災害発生時においては、スポーツ系科目で

あっても遠隔で実施する必要な場面が生じている。実際、緊急事態宣言下において、学生の

心理的ストレスや生活習慣の乱れ、運動不足、体力の低下が報告されている。スポーツ系科

目には心身の健康を保つ他、「友達づくり」「仲間との信頼関係づくり」が可能になるという

面もあり、当該科目を遠隔で実施することは重要である。 

 

 一方、Society5.0 の技術発展により、体に装着して心拍数や呼吸数等のバイタルデータを

測定・記録できるウェアラブルデバイスが、安価で入手しやすくなってきている。 

 

 そこで本事業では、ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の遠隔教育導入モ

デルを構築し、その実証を行う。このモデルを活用することで、今後も想定される新型ウイ

ルスや大規模災害、増加する不登校等の事由により、遠隔授業が長期化する際に懸念される

運動能力の低下及びクラスメートとの仲間意識の希薄化といった問題に対する有効な対策

となることが期待される。 

 

 

第 3章 事業推進の流れ 

 本章では、まず令和 3～4 年度の取組概要（実績）を述べ、今年度の取組概要を報告する。 

 

3.1 令和 3年度の取組概要 

 令和 3 年度は、3 年間の事業期間の初年度として、開発工程の前段となる調査により情報

を整理し、それを基に、カリキュラム・シラバスの開発、及び e ラーニング教材の開発を

行った。 

 

 本事業で実施した各取組みについて、以下に概略を記載する。 

 

(1) 調査 

 教育プログラムの開発に先立ち、参考資料収集を目的として、スポーツ・体育系科目の遠

隔教育による実施事例調査と、ウェアラブルデバイスを活用したスポーツトレーニングに

関する事例調査を行った。 
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 ①スポーツ・体育系科目の遠隔教育による実施事例調査 

  スポーツ・体育系科目を遠隔教育により実施した事例を収集し、カリキュラムや授業実

施上の工夫、課題等を整理することを目的として実施した。国内外の事例 23 件を収集し

た。 

 

②ウェアラブルデバイスを活用したスポーツトレーニングに関する事例調査 

  ウェアラブルデバイスを活用したスポーツトレーニングに関する事例を収集し、バイ

タルデータの解析方法や評価方法等を整理することを目的として実施した。33 件の事例

を収集したほか、ウェアラブルデバイスを使用して 2 名の被験者を対象に、のべ 13 日

間・約 115 時間分のバイタルデータを計測・取得した。 

 

(3) 教育プログラム開発 

 調査結果を基に、ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の遠隔教育導入モデ

ルの教育プログラムを開発した。令和 3 年度は、本教育プログラムのカリキュラム（科目

表）、各科目のシラバス、各種テキスト教材及び e ラーニング教材を開発した。 

 

 

3.2 令和 4年度の取組概要 

 2 年目となる令和 4 年度は、令和 3 年度の開発成果である教育プログラムを基に、そこで

使用するグループワーク教材、講師用指導ガイド及び e ラーニング教材を開発した。また、

それらの効果を検証するための学生向け実証講座と講師向け研修を実施した。 

 

(1) 教材開発 

 令和 4 年度は、グループワーク教材、講師用指導ガイド、e ラーニング教材の開発を行っ

た。 

 

○グループワーク教材開発 

体力トレーニング及びメンタルヘルストレーニングのグループワーク教材を開発した。 

 

○講師用指導ガイド開発 

令和 3 年度から令和 4 年度にかけて開発した e ラーニング教材を用いて授業を行うため

の情報や資料からなる講師用指導ガイドを開発した。 

 

○e ラーニング教材開発 

本教育プログラムの中核となる教材で、令和 3 年度開発分に加え、令和 4 年度に開発し

たグループワーク教材や講師用指導ガイドから作成した解説映像を新たに収録した。 
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(2) 実証講座 

 開発した教育プログラムから、e ラーニング 40.5 時間、集合形式のグループワーク 6 時

間に、事前説明会 0.5 時間を加えた 47 時間の実証講座を構成した。この実証講座を、本校

の IT 系の学生を対象として実施し、実施結果を評価してその効果を検証した。 

 

(3) 講師向け研修 

 開発した講師用指導ガイドの内容、及び学生向けグループワークの内容から 6 時間の講

師向け研修を構成し、本校の IT 系の教員に対して実証的に実施した。その実施結果を評価

してその効果を検証した。 

 

 

3.3 今年度の取組概要 

 最終年度となる今年度は、令和 4 年度に引き続きカリキュラムや教材の開発と改善を行っ

た。また、それらを活用して講師向け研修を実施した。実証講座にて評価を行い、教育プロ

グラムの検証と 3 年間の成果のとりまとめを行った。 

 

(1) 教材開発 

 今年度は、IoT 系教材、グループワーク教材、講師用指導ガイド、e ラーニング教材の開

発を行った。また、昨年度までに開発した e ラーニングの一部について、改善を行った。 

 

○AI・IoT 教材開発 

 心拍センサーで検出したデータの取得や解析方法等に関して学習する講義・実習用教材

を開発した。 

 

○グループワーク教材開発 

 歩行解析を中心としたメンタルヘルストレーニングに関するものと、心拍数を用いた遠

隔トレーニングに関するもの、2 種のグループワーク教材を開発した。 

 

○講師用指導ガイド開発 

 本教育プログラムで指導するために必要な基礎知識を身につける自己学習用教材として、

メンタルヘルスに関する指導ガイドを開発した。 

 

○e ラーニング教材開発・改善 

 本教育プログラムの中核となる教材で、令和 4 年度までの開発分に加え、今年度に開発

した各教材から作成した解説映像を新たに収録した。また、令和 4 年度までに開発した e
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ラーニングコンテンツの内、メンタルヘルストレーニングに関するものについて、音量の統

一や、アバターとスライドのサイズバランスの再調整を行い、より快適に学習できるように

改善を行った。 

 

(2) 実証講座 

 今年度の実証講座は、愛媛大学、富山情報ビジネス専門学校、及び本校の 3 箇所で実施し

た。開発した教育プログラムから、事前学習として e ラーニング 43.5 時間、及び各校と日

本工学院八王子専門学校とをオンラインで接続したグループワークや実習（実施校ごとに 3

時間～5 時間 40 分）からなる実証講座を構成した。講座後に実施したアンケートにより、

実施結果を評価してその効果を検証した。 

 

(3) 講師向け研修 

 開発した講師用指導ガイドの内容から、今年度の学生向け実証講座で指導するために必

要な部分を抽出し、日本工学院八王子専門学校の教員を対象として 1 時間の研修を実施し

た。本研修の内容を基に、各校と日本工学院八王子専門学校とをオンラインで接続し、先述

の実証講座を遠隔教育形式で実施した。 

 

 

3.4 実施委員会の構成 

 本事業では、専門学校、医療機関、IT 企業、行政機関等で実施委員会を構成し、事業の

推進に当たった。 

 

以下、実施委員会の構成機関である。 

  



10 

 

 

構成機関 役割等 都道府県 

船橋情報ビジネス専門学校 委員長 千葉県 

日本工学院八王子専門学校 開発・実証 東京都 

日本電子専門学校 開発・実証 東京都 

富山情報ビジネス専門学校 開発・実証 富山県 

愛媛大学医学部附属病院 調査 愛媛県 

株式会社人間と科学の研究所 調査・開発 東京都 

アテイン株式会社 調査・実証 東京都 

株式会社ジーミック 開発・実証 東京都 

株式会社 SHIFT 開発 東京都 

株式会社くららぼ 開発 東京都 

公益社団法人千葉県情報サービス産業協会 調査・実証 千葉県 

船橋市 助言・評価 千葉県 

図表 3 実施委員会の構成 

 

 

3.5 実施委員会等の開催実績 

 今年度は、本事業を推進する上で、実施委員会 3 回、実証分科会 2 回をそれぞれ開催し

た。以下、各会議について時系列で報告する。 

 

3.5.1 第 1回実施委員会（令和 5年 8月 24日開催） 

 第 1 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・本事業の事業計画説明 
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  ・本事業の内容、方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 

 

 

3.5.2 第 1回実証分科会（令和 5年 9月 29日開催） 

 第 1 回実証分科会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・実証講座実施案について 

  ・内容、方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 

 

 

3.5.3 第 2回実証分科会（令和 5年 10月 18日開催） 

 第 2 回実証分科会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・実証講座実施具体案について 

  ・内容、方向性に関する意見交換 

  ・実証講座使用機材の確認、設置方法について 

 

 

3.5.4 第 2回実施委員会（令和 5年 10月 23日） 

 第 2 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・本事業の事業概要説明 

  ・本事業の内容、方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 

 

 

3.5.5 第 3回実施委員会（令和 5年 11月 13日） 

 第 3 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・実証講座実施報告 

  ・今後の本事業の方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 
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第 2部 開発報告 

 本章では、教育プログラム開発について報告する。 

 

第 1章 遠隔教育の導入方策とモデル化の概要 

 本事業では、ウェアラブルデバイスを活用してスポーツ系科目の遠隔教育導入モデルの

構築を行う。 

 

1.1 カリキュラムの概要 

 本事業で開発したカリキュラムは、個人ワークとグループワークから構成した。全体の学

習時間は 40 コマ（60 時間）である。なお、後述する「バイタルデータの取得と解析」は 10

コマ（15 時間）ずつの 2 系統に分かれており、一方は任意に選択して学習するため、学習

時間は 30～40 コマ（45～60 時間）となる。 

 

 個人ワークでは、独自に開発する e ラーニングシステムを活用して、「体力トレーニング

の理論と実践」（必修）、「バイタルデータの取得と解析」（必修、一部選択）及び「メンタル

ヘルストレーニング」（選択）の各科目の学習を行う。 

 

「体力トレーニングの理論と実践」では、講師による体力トレーニングの実演映像（リア

ルタイムまたはオンデマンド）を見ながら、実際にそのトレーニングを行う。トレーニング

の際には、予め本校から貸与するウェアラブルデバイス「SUPER-BIT」を身に付け、トレー

ニングを行いながらバイタルデータを取得し、サーバーに記録する。サーバーに記録された

データを基に本校教員が AI を活用して解析し、学生にフィードバックする。 

 

「バイタルデータの取得と解析」では、体力トレーニングによる効果がウェアラブルデバ

イスで取得されるデータにどのように反映されるか、取得されたデータの解析方法等を学

習する。学習テーマとして、「ウェアラブルデバイスの開発と AI によるリアルタイム運動

解析」（必修）及び「心拍センサーからのデータの取得・解析と AR の応用」（任意選択）の

2 系統から成る。 

 

「メンタルヘルストレーニング」では、「体力トレーニングの理論と実践」で取得したバ

イタルデータを基に、「イメージトレーニング」「リラクゼーション」「コミュニケーション」

の中から提案されたメニューを選択してトレーニングを実践する。 

 

さらに、フィードバックされたデータを基に、グループワークにて、学生同士でトレーニ
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ングの心身に対する効果の検証や評価等を行う。このグループワークは Zoom 等のオンラ

イン会議システムと独自開発する e ラーニングシステムとを組み合わせて実施する。 

 

以上のような構成で、スポーツ系と IT 系の学生双方が学べる分野横断的な教育プログラ

ムとした。 

 

 

1.2 講師用指導ガイド及び講師向け研修 

 本事業で構築する遠隔教育導入モデルでは、ウェアラブルデバイスによるバイタルデー

タの取得や AI を用いたデータ解析、それを基にしたトレーニングの提案、さらには開発す

る e ラーニングシステムやオンライン会議システム等、従来の対面式授業には見られなかっ

た手法や教材等を扱う。そのため、本モデルによってどのように授業を行い、学習評価をど

のように行うかについて解説した講師用指導ガイドを開発する必要がある。講師用指導ガ

イドには、先述した授業運営や学習評価に関するものに加え、AI の関連知識や医学分野の

関連知識の解説も含める。さらに、この講師用指導ガイドを用いて、オンライン会議システ

ム上で講師向け研修を実施する。教材コンテンツの分量としては 30 時間程度のものを開発

し、各自で必要な部分を選択して学習できる形式としており、最低で 15 時間程度を想定し

ている。 
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図表 4 本教育プログラムのイメージ 

 

 

1.3 本モデルで活用するウェアラブルデバイス 

 本モデルでは、株式会社人間と科学の研究所が開発した「SUPER-BIT」というウェアラ

ブルデバイスを活用する。この「SUPER-BIT」は、本校が平成 30 年度～令和 2 年度に取
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り組んだ文部科学省 専修学校による地域産業中核的人材養成事業 「AI と IoT を駆使して

地域医療連携とチーム医療をサポートできる高度 IT 人材育成カリキュラム開発」において、

医療 IT 分野の教材として活用した「MR-BIT」の後継機種である。実証講座で実際に「MR-

BIT」を学生に装着してもらい、普段通りに 24 時間を過ごしている間に取得したバイタル

データを記録し、AI により解析するという内容の授業を行ったが、対象学生の生活の実態

がデータに鮮明に現れていた。こうした実績を基に、本事業では「SUPER-BIT」を活用す

ることとした。 

 

 「SUPER-BIT」には、「MR-BIT」に搭載されていた心電計、温度計、3 軸加速度計に加

え、3 軸のジャイロ、3 軸のコンパス、気圧計（高度計）の他、3 色の LED と有機 EL 表示

盤が搭載されている。この「SUPER-BIT」からは以下のようなデータが得られる。 

 

心電図 脈の乱れ、自律神経の導出、自律神経活動度 

温度 表皮温度、環境温度、体内温度 

加速度 重力加速度、運動加速度 

運動量 運動エネルギー、消費エネルギー、姿勢 

睡眠状態 睡眠状態の基本データ、無呼吸症候群（AHI）、睡眠の質 

ストレス状態 健康、問題あり、糖尿病、うつ病、自律神経、統合失調症、いじめ、パ

ワハラ等の抽出 

図表 5 「SUPER-BIT」で取得できるバイタルデータ（一部） 

 

 「SUPER-BIT」は、心臓の傍らに貼り付けて使用するため、ノイズが少なく、精度の高

いバイタルデータの測定が可能である。また、9 軸センサにより体幹に沿って体の代表値と

して測定できるため、スポーツ医学での活用も期待されている。さらに、生活防水機能を備

え、小型・軽量であるため、普段の生活のまま必要なデータが全て取得可能である。プライ

バシー保護機構も充実しているため、安心して利用できる。 

 

 平成 30 年度～令和 2 年度に取り組んだ事業では、主に温度や心電図、睡眠状態、運動量

等に関するデータを取得し、被験者となった学生の実際の生活リズムと一致していたこと

を確認した。本事業ではこの経験を元に、「SUPER-BIT」に新たに搭載された 3 軸のコン

パスや 3 軸のジャイロによって学生の姿勢を表すデータも取得し、学生が取り組んでいる

トレーニングの効果がどの程度現れているかや、実際にトレーニングを行っているかも含

めて評価することが一つのポイントとなる。SUPER-BIT には、MR-BIT にはなかった有機

EL による表示盤もあるため、学生がトレーニングを行いながらその効果がどのように計測

されるかを自分でリアルタイムに確かめることができ、学生のモチベーション向上効果も

期待できる。 
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図表 6 SUPER-BIT 

 

 なお、本モデルでは、開発や運用に係るコストを抑えるため、一般に普及している PC や

スマートフォン、タブレット等で容易に受講ができるようなシステム構成とする。個人ワー

クでは、基本的には標準的なブラウザで表示できるホームページ形式のものを想定し、グ

ループワークや講師向け研修では、無償で利用できる Zoom を中心に活用する。 

 

 

1.4 本モデルに期待される効果 

 本モデルを構築することで、第 1 部 第 1 章 1.1 で述べた、スポーツ系科目を遠隔教育で

実施する際の 3 つの課題の解決が期待できる。具体的には、講師用指導ガイドや講師向け

研修が講師のノウハウ不足の、本モデルのカリキュラムや教材が遠隔教育のコンテンツ不

足の、「SUPER-BIT」により取得したバイタルデータの解析が学習評価のノウハウ不足の、

それぞれ対策となる。さらに、今後も想定される新型ウイルスや大規模災害、増加する不登

校等の事由により、遠隔授業が長期化する際に懸念されるのが運動能力の低下及びクラス

メートとの仲間意識の希薄化である。本モデルは、これらの問題に対する有効な対策となる

ことが期待される。 
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第 2章 教育プログラム開発 

 今年度は、令和 3～4 年度の開発成果である教育プログラムを基に、そこで使用する講義・

実習用教材、グループワーク教材、講師用指導ガイドを開発し、e ラーニング教材の開発と

昨年度までの開発分の改善を行った。各教材について報告する前に、カリキュラムの概要を

述べる。 

 

2.1 カリキュラム概要 

 本カリキュラムは、前章で述べたように、個人ワークとグループワークとから構成される。 

 

個人ワークでは、講師の映像を見ながら体力トレーニングを実践する「体力トレーニング

の理論と実践」（必修）を中核に据え、そこで必要なバイタルデータの意味や取得方法、解

析方法等を学習する「バイタルデータの意味と解析」を選択必修科目とした。さらに、取得

したバイタルデータの解析結果からメンタルヘルスの状態をフィードバックし、提案され

るトレーニングメニューを選択して実践する「メンタルヘルストレーニング」を、一部選択

科目として設定した。 

 

グループワークでは、フィードバックされたデータを基に、学生同士でトレーニングの心

身に対する効果の検証や評価等を行う。 

 

 以上の内容を整理したものが、次の科目表である。 
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科目名 
コマ数 

時間数 
概要 

体力トレーニングの理論と実践 
7 コマ 

10.5 時間 

体力トレーニングの理論を学習し、実践

する。その際、ウェアラブルデバイスを装

着し、トレーニング中のバイタルデータ

を取得する。 

バイタルデータの意味と解析 

10～20 コマ 

15～30 時間 

（2 系統か

ら最低 1 つ

を選択） 

ウェアラブルデバイスによるバイタル

データの取得方法や、取得したデータの

意味、その解析方法について、講義や実習

により学習する。 

メンタルヘルストレーニング 

10 コマ 

15 時間 

（内 2 コ

マ・3 時間

は選択） 

メンタルヘルストレーニングの基礎知識

とその方法について学習する。さらに、

「体力トレーニングの理論と実践」で取

得したバイタルデータの解析結果を基

に、各学習者に適したメンタルヘルスト

レーニングのメニューを選択して受講・

実践し、講師によるアドバイスも行う。 

トレーニングとグループワーク 
3 コマ 

4.5 時間 

他科目による学習・実践内容を基に、ト

レーニングによる心身に対する効果の評

価・検証、今後のトレーニングプラン等に

関するグループディスカッションを行

う。 

合計 
30～40 コマ 

45～60 時間 

 

図表 7 本カリキュラムの科目表 

 

 以下、今年度開発した各教材について報告する。 

 

2.2 AI・IoT教材 

 今年度は、令和 3 年度に開発した「ウェアラブルデバイスの開発と AI によるリアルタイ

ム運動解析」をテーマとする教材に加え、「心拍センサーからのデータの取得・解析と AR

の応用」をテーマとする教材を開発した。本教材は、「本編」「マイコン開発入門編」「開発

環境準備編」「別冊：ソースコード集」の 4 つから構成される。心拍センサーからのデータ

の取得・解析と AR の応用については本編だけでも十分学習可能であるが、他の 3 つでマ

イコン開発について解説されており、併用することでより学習内容を深めることができる。 
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 以下、各教材について報告する。 

 

2.2.1 本編 

 AI・IoT 教材の「本編」では、以下の 5 つができるようになることを学習目標としてい

る。 

 

１．利用する心拍センサーが検出したデータを新たなシステムで取得すること 

２．取得したデータをログとして記録し、外部に汎用的な形式で取り出すことができるよ

うにすること 

３．複数のセンサーデータを一括して一画面でリアルタイム表示すること 

４．リアルタイム運動解析システムの解析結果映像に心拍データを重ねてリアルタイム

表示すること 

５．心拍数を重ねて表示した映像を AR ゴーグルで見ることができる仕組みを開発する

こと 

図表 8  AI・IoT 教材「本編」の学習目標 

 

 そのために必要な知識・技術として、心拍センサーの通信方式や、心拍数の取得方法、AR

との連携等について学習する。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. IoT 系教材の目的 

2. IoT 系教材の開発目標 

3. 心拍センサーの通信方式 

4. 心拍数取得の方法 

5. BLE の機能確認実験 

6. IoT 系開発の全体像 

7. IoT 系システム実現例 

8. 実証実験 

9. AR との連携考察と実験 

10. 他のトレーニング機器との連携考察 

図表 9  AI・IoT 教材「本編」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ
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る。 

 

 

図表 10  AI・IoT 教材「本編」 ページ例 
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2.2.2  AI・IoT教材「マイコン開発入門編」 

 本教材は、マイコンのソフトウエア開発の入門編として、基礎的なソフトウエアと回路作

成について学習する実習用教材である。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. LED 点滅 

2. SW 入力 

3. シリアル通信 送信 

4. シリアル通信 送信プログラムの改善 

5. シリアル通信 受信 

6. 液晶表示器 

7. センサ 

8 インターネット情報共有 

9. BLE 通信 

10. ESP32 BLE サーバー 

11. ESP32 BLE クライアント 

12. 心拍数モニタシステム 

図表 11 AI・IoT 教材「マイコン開発入門編」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 
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図表 12  AI・IoT 教材「マイコン開発入門編」 ページ例 
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2.2.3  AI・IoT教材「開発環境準備編」 

 本教材は、心拍センサーが発信する心拍数をマイコンで取得するためのソフトウエア開

発に必要な開発環境の準備について解説した実習用教材である。開発環境として VS Code7 

とそのプラグインである PlatformIO8を用いている。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. VS Code の準備 

2. PlatformIO の準備 

3. プロジェクトの開始 

4. モニタ開発環境 

5. シリアル通信 受信 

6. 液晶表示器 

7. センサ 

8 インターネット情報共有 

9. BLE 通信 

10. ESP32 BLE サーバー 

11. ESP32 BLE クライアント 

12. 心拍数モニタシステム 

図表 13 AI・IoT 教材「マイコン開発入門編」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 

 

  

 
7 Microsoft が開発している Windows、Linux、macOS、Web 用のソースコードエディタ

で、無償で利用することができる。 
8 VS Code に組み込んで利用する拡張機能（プラグイン）で、様々な種類のマイコン用ソ

フトウエア開発環境である。 
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図表 14  AI・IoT 教材「マイコン開発入門編」 ページ例 
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2.2.4  AI・IoT教材「別冊：ソースコード集」 

 本教材は、「マイコン開発入門編」で扱うソースコードをまとめた資料である。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. LED 点滅 

2. SW 入力（負論理） 

3. SW 入力（正論理） 

4. シリアル通信（送信） 

5. シリアル通信（送信：改善版） 

6. シリアル通信（受信） 

7. 液晶表示器 

8 温湿度センサー 

9. デジタル温湿度気圧計 

10. MQTT メッセージ発行 

11. MQTT センサー測定値発行 

12. MQTT メッセージ購読 

13. BLE サーバー 

14. BLE クライアント 

15.  

図表 15 AI・IoT 教材「別冊：ソースコード集」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 
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図表 16  AI・IoT 教材「マイコン開発入門編」 ページ例 
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2.3 グループワーク教材（メンタルヘルス） 

 本教材は、歩行とメンタルヘルスケアの関係や、SUPER-BIT を用いた歩行解析の方法

等を学習するグループワーク教材である。実際に SUPER-BIT を用いて方広寺のバイタル

データを取得し、それを解析して評価する内容が含まれる。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. 歩行 

2. 歩行解析 

3. 歩行の測定 

4. 解析結果説明 

5. 転倒 

6. 歩行バランス 

7. 自律神経セルフケアとウォーキング 

8 歩行の異常・歩行障害 

図表 17 「グループワーク教材（メンタルヘルス）」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 
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図表 18 「グループワーク教材（メンタルヘルス）」 ページ例 
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2.4 グループワーク教材（スポーツ） 

 本教材は、実際に体力トレーニングを実施し、その効果を心拍計にて評価する方法につ

いて学習する。心拍計の原理や仕様方法に加え、複数の体力トレーニングについて実施方

法や注意点等についても解説した。なお、本教材は、指導者と受講者とをオンラインで接

続して実施する遠隔スポーツを前提としている。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. これまでの遠隔トレーニングの問題点 

2. ウェアラブルデバイスを活用した遠隔トレーニング 

3. トレーニングの基礎 

4. 運動時の心拍数の変化 

5. グループエクササイズ 

6. トレーニングの振り返り 

7. グループエクササイズ 

図表 19 「グループワーク教材（スポーツ）」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 
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図表 20  「グループワーク教材（スポーツ）」 ページ例 
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2.5 講師用指導ガイド（メンタルヘルス） 

 本教育プログラムで指導するために必要な基礎知識を身につける自己学習用教材として、

メンタルヘルスに関する指導ガイドを開発した。 

 

 本ガイドの構成は、以下の通りである。 

 

1. メンタルヘルスケアの基礎知識 

2. ストレスとメンタルヘルスケアの基礎知識 

3. こんな生活送っていませんか？ 

4. ストレスに強くなる生活習慣 

5. ストレスを軽減するために 

6. 充実した学生生活を送るためのメンタルヘルス 

7. 不安を感じた時には 

図表 21 「講師用指導ガイド（メンタルヘルス）」の構成 

 

 また、以下は本教材のイメージである。 

  



32 

 

 

 

図表 22 「講師用指導ガイド（メンタルヘルス）」 ページ例 
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2.6 eラーニング教材 

 本教材は、本教育プログラムを遠隔教育で実施するための中核教材である。本 e ラーニン

グ教材は、PC だけでなくスマートフォンでも利用が可能となっている。 

 

 

図表 23 e ラーニング教材 トップページ 

 

 以下、本 e ラーニング教材のメニュー構成や学習イメージについて報告する。 

 

2.6.1 eラーニング教材のメニュー構成 

 本 e ラーニング教材は、学生用メニューと講師用メニューから構成される。学生用アカウ

ントでサインインした場合は学生用メニューが表示される。講師用アカウントでサインイ

ンした場合は、学生用メニューに加えて講師用メニューが表示される。以下は、講師用アカ

ウントでサインインした場合のメニュー画面である。上部にある「SUPER-BIT の取り扱い

方法」「体力トレーニングの実践」「メンタルヘルストレーニング」の 3 つが学生用のメニュー

で、下部にある「管理者メニュー」が講師用のメニューとなっている。 
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図表 24 e ラーニング教材 メニュー画面（講師用） 

 

 この内、「SUPER-BIT の取り扱い方法」には、SUPER-BIT の装着方法や測定方法に関

する説明資料や説明動画を収録している。 
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2.6.2 「体力トレーニングの実践」のメニュー 

 「体力トレーニングの実践」には、「IoT 教材」「体力トレーニング」「バイタルデータの

意味と解析」「グループワーク（スポーツトレーニング）」及び「グループワーク（体力トレー

ニング）」の 5 つのメニュー群が設定されている。このうち、「IoT 教材」「グループワーク

（スポーツトレーニング）」の部分が、今年度新たに開発したものである。 

 

 

図表 25 e ラーニング教材 「IoT 教材」のメニュー群 
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 学生はここから説明資料をダウンロードしたり、トレーニング映像や講義映像を確認し

たりできる。さらに、学生自身がトレーニングを行っている動画を撮影した動画ファイルを

アップロードし、再生する機能を実装した。これにより、お手本となるトレーニング映像と、

自身の映像とを比較して、姿勢や動き等をチェックすることができる。 

 

 また以下は、講義映像の学習画面である。他のメニュー項目も同様、講義映像は等倍再生、

1.5 倍速再生、2 倍速再生を選ぶことができる。 

 

 

図表 26 e ラーニング教材 学習画面の例 
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2.6.3 「メンタルヘルストレーニング」のメニュー構成 

 「メンタルヘルストレーニング」には、「メンタルヘルストレーニングの基礎知識」「メン

タルヘルストレーニングの方法」「イメージトレーニング」「リラクゼーション」「コミュニ

ケーション」「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」の 6 つのメニュー群が設定

されている。こちらは、昨年度までに完成済みである。 

 

 

図表 27 e ラーニング教材 「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」の 

メニュー群 

 

2.6.5 講師用メニュー 

 「講師用メニュー」には、「講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）」「講師向

け研修（体力トレーニング）」「講師向け研修（メンタルヘルストレーニング）」「講師向け研

修（AI）」「講師向け研修（スポーツ・医学関連知識）」及び「BITAS 解析方法」の 6 つのメ

ニュー群が設定されている。このうち、「講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）」

が、今年度新たに開発したものである。 

 

 以下は、「講師用メニュー」のうち、「講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）」

のメニュー群である。 
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図表 28 e ラーニング教材 「「講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）」」の

メニュー群 
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2.6.6 eラーニング教材の改善 

 今年度は、昨年度までに開発・実装した e ラーニングのメンタルヘルス関連のコンテンツ

について改善を行った。具体的には、音量の統一や、アバターとスライドのサイズバランス

の再調整を行っている。対象としたのは、以下の計 41 コンテンツである。 

 

 

図表 29 e ラーニング再調整対象コンテンツ 
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図表 30 e ラーニング再調整対象コンテンツ（続き） 

 

 これらのコンテンツについて、音量バランスが不均一で聞き取りにくい状態であった。そ

のため、これらの音声データを確認し、音量の統一とノイズの除去を行った。また、スライ

ドサイズとアバターのサイズのバランスが不適切であったので、スライドサイズを大きく、

アバターのサイズを小さくして調整を行っている。 
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図表 31 調整前のイメージ 

 

 

 

図表 32 調整後のイメージ 
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第 3部 講師向け研修・学生向け実証講座実施報告 

 本事業で構築した遠隔教育モデルを評価するために、教区プログラムから一部を抽出し

て講師向け研修と学生向け実証講座を構成して実施した。 

 

第 1章 講師向け研修実施報告 

 今年度実施した講師向け研修について報告する。 

 

1.1 講師向け研修の目的 

 今年度までに開発した講師向け研修の内容について、その効果を検証し、課題を抽出して

改善することを目的とした。 

 

1.2 講師向け研修の実施 

 今年度は、開発した講師用指導ガイドから学生向け実証講座で指導するために必要な部

分を抽出し、日本工学院八王子専門学校の教員 3名を対象として 1 時間の研修を実施した。

研修内容は、以下の通りである。 

 

実施日 令和 5 年 10 月 18 日（水） 

時間 10:00～11:00 

実施会場 日本工学院八王子専門学校 研究棟 B 研 B-1008 

講師 有限会社ワイズマン 代表取締役 原田 賢一 講師 

受講者 日本工学院八王子専門学校 教員 3 名 

実施項目 〇実証講座使用機材のセットアップ作業および確認作業講義 

・心拍センサ（×2） 

・マイコン（HR Hacker）（×2） 

・心拍数モニタリング PC（×1） 

・モバイル Wi-Fi （×1） 

 

〇ウェアラブルデバイス機材のセットアップ方法講義実習 

・モニタリング PC の起動方法および初期準備手順について 

・心拍センサと HR Hacker のペアリング方法について① 

・心拍センサと HR Hacker のペアリング方法について② 

・モニタリング PC のオンライン接続の方法について 

・モニタリング画面の表示項目について 

図表 33 講師向け研修実施概要 
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図表 34 講師向け研修の様子 

 

 本研修の内容を基に、各校と日本工学院八王子専門学校とをオンラインで接続し、後述す

る学生向け実証講座を遠隔教育形式で実施した。 

 

 

1.3 講師向け研修の評価 

 本研修では、学生向け実証講座で実際に使用する機材の解説、及び教育環境の整備に関す

る実習を行った。本研修内容を基に、後述する学生向け実証講座を実施したが、3 校とも機

材トラブルもなく、スムーズに実施できた。そのため、本研修の実施内容・レベルともに妥

当であったと考えられる。 

 

 

第 2章 学生向け実証講座実施報告 

 今年度実施した学生向け実証講座の概要を報告する。 

 

2.1 学生向け実証講座の目的 

 今年度までに開発した教育プログラムに対し、その教育効果を検証し、課題を抽出して改

善することを目的とした。 

 

 

2.2 学生向け講座の実施 

 今年度の学生向け実証講座は、愛媛大学、富山情報ビジネス専門学校、及び本校の 3 箇所

で実施した。開発した教育プログラムから、事前学習として e ラーニング 43.5 時間、及び
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各校と日本工学院八王子専門学校とをオンラインで接続したグループワークや実習（実施

校ごとに 3 時間～5 時間 40 分）から成る実証講座を構成した。講座後に実施したアンケー

トにより、実施結果を評価してその効果を検証した。 

 

以下、実施内容を実施校ごとに報告する。 

 

2.2.1 愛媛大学での実施内容 

 愛媛大学では、地域資源マネジメント学科の学生 3 名を対象に、運動解析システムと心

拍数測定システム、遠隔スポーツ・トレーニング、運動中の歩行診断に関する講義、実

習、グループワークを実施した。特に、遠隔スポーツ・トレーニングでは、同大学と日本

工学院八王子専門学校とをオンラインで接続し、トレーナー（学生）の指導を遠隔で受け

ながらストレッチやトレーニングを実施するという形式を採った。以下は、同大学での実

施概要である。 

 

講座実施日 令和 5 年 10 月 24 日（火） 

時間 9:00～12:00 

実施会場 愛媛大学 総合研究棟 2 231 号室 

日本工学院八王子専門学校 研究棟 B-1008 号室 

受講者 愛媛大学 地域資源マネジメント学科 学生 3 名 

時間割 時間 実施内容 担当 

9:00～9:15 準備  

9:15～9:30 運動解析システムと心拍数測

定システム 

有限会社ワイズマン 

代表取締役 

原田 賢一 講師 

9:30～10:30 遠隔スポーツ・ストレッチ 

ストレッチ・トレーニング 

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 

 

日本工学院 

八王子専門学校 

南 啓太 講師 

郷野 朋花 ﾄﾚｰﾅｰ 

10:30～10:40 休憩  
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 10:40～11:10 遠隔スポーツ 振り返り 日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 

 11:10～12:00 運動中の歩行診断 

 データ取得・解析 

株式会社ベイシス 

代表取締役 

町田 一哉 講師 

 

株式会社 

人間と科学の研究所 

取締役社長 

小柴 清史 講師 

備考 合計 3 時間 

図表 35 学生向け実証講座実施概要（愛媛大学） 

 

 

 

図表 36 「遠隔スポーツ」の様子 

トレーナーは日本工学院八王子専門学校にて、リアルタイムで遠隔教育形式により指導

した。 
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図表 37 「遠隔スポーツ」の様子 

 

 愛媛大学での実習の様子を、日本工学院八王子専門学校のモニタで確認しながら指導を

行った。 

 

 

2.2.2 富山情報ビジネス専門学校での実施内容 

 富山情報ビジネス専門学校では、情報システム学科の学生 5 名を対象に、遠隔スポー

ツ・トレーニング、運動解析システムと心拍数測定システム、運動中の歩行診断、メンタ

ルヘルストレーニングに関する講義、実習、グループワークを実施した。特に、遠隔ス

ポーツ・トレーニングでは、同校と日本工学院八王子専門学校とをオンラインで接続し、

両校の学生が合同でストレッチやトレーニングを実施するという形式を採った。以下は、

同校での実施概要である。 

 

講座実施日 令和 5 年 11 月 14 日（火） 

時間 9:00～15:10 

実施会場 富山情報ビジネス専門学校 情報システム学科 

日本工学院八王子専門学校 研究棟 B-1008 号室 

受講者 富山情報ビジネス専門学校 情報システム学科 学生 5 名 

時間割 時間 実施内容 担当 
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9:00～9:15 準備  

9:15～10:30 遠隔スポーツ・ストレッチ 

ストレッチ・トレーニング 

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 

 

日本工学院 

八王子専門学校 

南 啓太 講師 

郷野 朋花 ﾄﾚｰﾅｰ 

出口 友唯 ﾄﾚｰﾅｰ 

10:30～10:40 休憩  

 10:40～11:30 運動＋グループディスカッ

ション＋運動 

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 

 

日本工学院 

八王子専門学校 

南 啓太 講師 

郷野 朋花 ﾄﾚｰﾅｰ 

出口 友唯 ﾄﾚｰﾅｰ 

池田 悠樹 ﾄﾚｰﾅｰ 

和田 真人 ﾄﾚｰﾅｰ 

 11:30～12:00 歩行解析 株式会社ベイシス 

代表取締役 

町田 一哉 講師 

 

株式会社 

人間と科学の研究所 

取締役社長 

小柴 清史 講師 
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 12:00～13:00 休憩  

 13:00～14:00 運動解析システムと心拍数測

定システム 

有限会社ワイズマン 

代表取締役 

原田 賢一 講師 

 14:00～14:10 休憩  

 14:10～15:10 メンタルヘルストレーニング 

運動中の歩行診断 

 データ取得・解析 

株式会社ベイシス 

代表取締役 

町田 一哉 講師 

備考 合計 5 時間 10 分 

図表 38 学生向け実証講座実施概要（富山情報ビジネス専門学校） 

 

 

 

図表 39 「遠隔スポーツ」の様子 
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図表 40 「遠隔スポーツ」の様子 

 

 

2.2.3 船橋情報ビジネス専門学校での実施内容 

 船橋情報ビジネス専門学校では、情報システム学科の学生 7 名及び教員 2 名を対象に、

遠隔スポーツ・トレーニング、運動解析システムと心拍数測定システム、運動中の歩行診

断、メンタルヘルストレーニングに関する講義、実習、グループワークを実施した。特

に、遠隔スポーツ・トレーニングでは、同校と日本工学院八王子専門学校とをオンライン

で接続し、両校の学生が合同でストレッチやトレーニングを実施するという形式を採っ

た。以下は、同校での実施概要である。 

 

講座実施日 令和 6 年 1 月 15 日（月） 

時間 9:00～15:40 

実施会場 船橋情報ビジネス専門学校 

日本工学院八王子専門学校 研究棟 B-1008 号室 

受講者 船橋情報ビジネス専門学校 情報システム学科 学生 7 名 

                      教員 2 名 

時間割 時間 実施内容 担当 

9:00～9:30 歩行データ取得（教員対象） 株式会社ベイシス 

代表取締役 
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町田 一哉 講師 

9:15～10:45 遠隔スポーツ・ストレッチ 

ストレッチ・トレーニング 

遠隔スポーツ振り返り 

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 

 

日本工学院 

八王子専門学校 

南 啓太 講師 

郷野 朋花 ﾄﾚｰﾅｰ 

遠藤 武瑠 ﾄﾚｰﾅｰ 

10:45～11:00 休憩  

 11:00～12:00 運動＋グループディスカッ

ション＋運動 

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 

 

日本工学院 

八王子専門学校 

南 啓太 講師 

池田 悠樹 ﾄﾚｰﾅｰ 

和田 真人 ﾄﾚｰﾅｰ 

 12:00～12:30 歩行データ取得（学生対象） 株式会社ベイシス 

代表取締役 

町田 一哉 講師 

 12:30～13:30 休憩  

 13:30～14:30 運動解析システムと心拍数測

定システム 

有限会社ワイズマン 

代表取締役 

原田 賢一 講師 

 14:30～14:40 休憩  

 14:40～15:40 メンタルヘルストレーニング 

運動中の歩行診断 

株式会社ベイシス 

代表取締役 
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 データ取得・解析 町田 一哉 講師 

備考 合計 5 時間 40 分 

図表 41 学生向け実証講座実施概要（船橋情報ビジネス専門学校） 

 

 

 

図表 42 「遠隔スポーツ」の様子 
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図表 43 「遠隔スポーツ」の様子 
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2.3 学生向け実証講座の評価 

 本実証講座では、講座の実施後におけるアンケートによって評価を行った。以下では、実

施校ごとにアンケート結果を報告する。 

 

2.3.1 愛媛大学における実証講座の評価 

 

2.3.1.1 事前学習用 eラーニングの取組状況 

 

 

図表 44 事前学習用 e ラーニングの取組状況 

 

 事前学習用の e ラーニングに取り組んだ受講者はいなかった。そのため、e ラーニングの

理解度や操作性に関する設問 2～4 は無回答だったので割愛する。 
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2.3.1.2 運動解析システムの操作や機能について 

 

 

図表 45 運動解析システムの操作や機能について 

 

 運動解析システムの操作や機能については、全員が「よく理解できた」と回答している。 

 

 

2.3.1.3 心拍数測定システムの操作や機能について 

 

 

図表 46 心拍数測定システムの操作や機能について 

 

 心拍数測定システムの操作や機能については、全員が「よく理解できた」と回答している。 
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2.3.1.4 歩行診断システムの操作やデータの取得について 

 

 

図表 47 歩行診断システムの操作やデータの取得について 

 

 歩行診断システムの操作やデータの取得については、全員が「よく理解できた」と回答し

ている。 

 

 

2.3.1.5 集合講座「運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度 

 

 

図表 48 集合講座「運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度 

 

 集合講座で実施した「運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度では、全員が「よ

く理解できた」と回答している。 
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2.3.1.6 集合講座「遠隔スポーツ・ストレッチ」の理解度 

 

 

図表 49 集合講座「遠隔スポーツ・ストレッチ」の理解度 

 

 集合講座で実施した「遠隔スポーツ・ストレッチ」の理解度では、全員が「よく理解でき

た」と回答している。 

 

 

2.3.1.7 集合講座「ストレッチ・トレーニング」の理解度 

 

 

図表 50 集合講座「ストレッチ・トレーニング」の理解度 

 

 集合講座で実施した「ストレッチ・トレーニング」の理解度では、全員が「よく理解でき
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た」と回答している。 

 

 

2.3.1.8 集合講座「遠隔スポーツ振返り」 

 

 

図表 51 集合講座「遠隔スポーツ振返り」 

 

 集合講座で実施した「遠隔スポーツ振返り」の理解度では、全員が「よく理解できた」と

回答している。 

 

 

2.3.1.9 集合講座「運動中の歩行診断データ取得・解析」の理解度 

 

 

図表 52 集合講座「運動中の歩行診断データ取得・解析」の理解度 



58 

 

 

 集合講座で実施した「運動中の歩行診断データ取得・解析」の理解度では、全員が「よく

理解できた」と回答している。 

 

 

2.3.1.10 遠隔スポーツについての理解度 

 

 

図表 53 遠隔スポーツについての理解度 

 

 遠隔スポーツの理解度では、全員が「よく理解できた」と回答している。 

 

 

2.3.1.11 将来の遠隔スポーツの必要性について 

 

 

図表 54 将来の遠隔スポーツの必要性について 
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 将来の遠隔スポーツの必要性については、2 名が「非常に必要だと考える」、1 名が「まあ

まあ必要だと考える」と回答している。 

 

 

2.3.1.12 自由意見 

 今回の講座内容や、遠隔スポーツについての自由意見には、以下のような回答があった。 

 

 ・心拍数や歩行の特徴をデータ化して授業等に取り入れるのは非常に興味深いと感じた。

自分としては、スポーツはみんなで集まってやるのが楽しいと思うので、良さが無く

なってしまうのではないかという思いもあった。 

・ストレッチやレジスタントレーニング等においては、遠隔でも充分に行うことができ、

モチベ―ションの維持等がしやすいと感じた。また、限界集落等で運動教室に参加しに

くい場所に住んでいる高齢者等も運動を一緒に行うことができる為健康づくりに効果

的と感じた。 

・遠隔スポーツは初めてだったが、対面での実施と変わらずとても取り組みやすかった。 

 

 遠隔スポーツについての興味や、取り組みやすさに関する指摘があった。 

 

 

2.3.2 富山情報ビジネス専門学校における実証講座の評価 

 

2.3.2.1 事前学習用 eラーニングの取組状況 

 

 

図表 55 事前学習用 e ラーニングの取組状況 
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 事前学習用の e ラーニングは、1 名がパソコン、3 名がスマートフォンで取り組んだとい

う回答であった。残りの 1 名は取り組まなかったという結果だった。 

 

 

2.3.2.2 事前学習用 eラーニングで学習したもの 

 

 

図表 56 事前学習用 e ラーニングで学習したもの（複数回答） 

 

 事前学習用 e ラーニングで学習したコンテンツは、「SUPER-BIT の取り扱い」及び「体

力トレーニング」は、取り組んだ 4 名全員が学習した。また、「バイタルデータの意味と解

析」及び「メンタルヘルストレーニングの事前知識」がともに 3 名ずつであった。」 

 

 

  

方法 

解析 

レーニング） 

ングの基礎知識 

ングの方法 

ルヘルストレーニング) 
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2.3.2.3 eラーニングのウェアラブルデバイス SUPER-BITの操作や機能について 

 

 

図表 57 e ラーニングのウェアラブルデバイス SUPER-BIT の操作や機能について 

 

 e ラーニングに収録されているウェアラブルデバイス SUPER-BIT の操作や機能につい

ては、3 名が「よく理解できた」、1 名が「少し理解できた」と回答している。 

 

 

2.3.2.4 事前学習（eラーニング）を使用した感想 

 

 

 

 事前学習用 e ラーニングを使用した感想では、「とても使いやすかった」と「まあまあ使

いやすかった」が 2 名ずつという回答であった。 
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2.3.2.5 運動解析システムの操作や機能について 

 

 

図表 58 運動解析システムの操作や機能について 

 

 運動解析システムの操作や機能については、3 名が「よく理解できた」、2 名が「少し理解

できた」と回答している。 

 

 

2.3.2.6 心拍数測定システムの操作や機能について 

 

 

図表 59 心拍数測定システムの操作や機能について 

 

 心拍数測定システムの操作や機能については、全員が「よく理解できた」と回答している。 
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2.3.2.7 歩行診断システムの操作やデータの取得について 

 

 

図表 60 歩行診断システムの操作やデータの取得について 

 

 歩行診断システムの操作やデータの取得については、全員が「よく理解できた」と回答し

ている。 

 

 

2.3.2.8 集合講座「遠隔スポーツ・ストレッチ」の理解度 

 

図表 61 集合講座「遠隔スポーツ・ストレッチ」の理解度 

 

 集合講座で実施した「遠隔スポーツ・ストレッチ」の理解度では、全員が「よく理解でき
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た」と回答している。 

 

 

2.3.2.9 集合講座「運動＋グループディスカッション＋運動」の理解度 

 

 

図表 62 集合講座「運動＋グループディスカッション＋運動」の理解度 

 

 集合講座で実施した「運動＋グループディスカッション＋運動」の理解度では、全員が「よ

く理解できた」と回答している。 

 

 

2.3.2.10 集合講座「歩行解析」の理解度 

 

 

図表 63 集合講座「歩行解析」の理解度 
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 集合講座で実施した「歩行解析」の理解度では、全員が「よく理解できた」と回答してい

る。 

 

 

2.3.2.11 集合講座「IoT関連講座・運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度 

 

 

図表 64 集合講座「IoT 関連講座・運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度 

 

 集合講座で実施した「IoT 関連講座・運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度

では、「よく理解できた」が 1 名、「少し理解できた」が 3 名、「あまり理解できなかった」

が 1 名という結果だった。 
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2.3.2.12 集合講座「メンタルヘルストレーニング講座・運動中の歩行診断データ取得解析」

の理解度 

 

 

図表 65 集合講座「メンタルヘルストレーニング講座・運動中の歩行診断データ取得解

析」の理解度 

 

 集合講座で実施した「メンタルヘルストレーニング講座・運動中の歩行診断データ取得解

析」の理解度では、「よく理解できた」が 3 名、「少し理解できた」が 2 名という結果だっ

た。 

 

 

2.3.2.13 遠隔スポーツについての理解度 

 

 

図表 66 遠隔スポーツについての理解度 
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 遠隔スポーツの理解度では、4 名が「よく理解できた」、1 名が「少し理解できた」と回答

している。 

 

 

2.3.2.14 将来の遠隔スポーツの必要性について 

 

 

図表 67 将来の遠隔スポーツの必要性について 

 

 将来の遠隔スポーツの必要性については、4 名が「非常に必要だと考える」、1 名が「まあ

まあ必要だと考える」と回答している。 

 

 

2.3.2.15 自由意見 

 今回の講座内容や、遠隔スポーツについての自由意見には、以下のような回答があった。 

 

・トレーニングは大変だったけど、楽しかった 講義はとても勉強になった 

・今まで知らなかったことを知ることができたし新しい体験ができてよかったです。 

・午前中の遠隔スポーツについては心拍機能を使ってストレッチを行うことでストレッ

チ強度と心拍数の関係を理解できたり、遠隔でも十分にストレッチができ、楽しめたと

思います。午後の歩行解析では自分の普段の姿勢歩くスピードや強度がわかり自分は

姿勢が少し右によっていたりしていたので意識していけたらよいなと感じました。 

・遠隔スポーツに関して、富山と八王子を繋いで講師の方の説明を受けられるのは便利だ

と思った。 

・遠隔スポーツについてはすごく可能性を秘めているなと感じた。コロナ禍などがあり外
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出ができない状況になったとしても家にいることで起こる運動不足などの問題も解決

していけるのではないかと感じた。 

 

 遠隔スポーツについての興味や可能性に関する意見もあり、学生が積極的に取り組んで

いたことが窺える。 

 

 

2.3.3 船橋情報ビジネス専門学校における実証講座の評価 

 

2.3.3.1 eラーニングのウェアラブルデバイス SUPER-BITの使い方について 

 

 

図表 68 e ラーニングのウェアラブルデバイス SUPER-BIT の使い方について 

 

 e ラーニングに収録されているウェアラブルデバイス SUPER-BIT の使い方については、

全員が「よく理解できた」と回答している。 
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2.3.3.2 eラーニングの体力トレーニングで実際に行ってみたもの 

 

 

図表 69 e ラーニングの体力トレーニングで実際に行ってみたもの（複数回答） 

 

 一昨年度開発して e ラーニングに収録した体力トレーニングについて、実際に行ってみ

たものは、「ストレッチ」が 5 名、「下半身の自重トレーニング」が 4 名、「上半身の自重ト

レーニング」と「ダンスエクササイズ②」が各 3 名であった。 

 

 

2.3.3.3 体力トレーニングによる変化 

 

 

図表 70 体力トレーニングによる変化 
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 体力トレーニングの結果、どのような変化があったかでは、「爽やかな気分になった」が

4 名と最も多かった。その他、「体力が向上したと思う」「お手本の動作を行うのが難しかっ

た」「特に変化はない」が各 1 名という結果であった。 

 

 

 

2.3.3.4 eラーニングの「バイタルデータの意味と解析」の理解度 

 

 

図表 71 e ラーニングの「バイタルデータの意味と解析」の理解度 

 

 一昨年度開発して e ラーニングに収録した「バイタルデータの意味と解析」の理解度で

は、学習を行った 4 名については、「よく理解できた」「少し理解できた」との回答であっ

た。 
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2.3.3.5 eラーニングの「メンタルヘルストレーニング」で学習したもの 

 

 

図表 72 e ラーニングの「メンタルヘルストレーニング」で学習したもの（複数回答） 

 

 一昨年度開発して e ラーニングに収録した「メンタルヘルストレーニング」で学習したも

のでは、「メンタルヘルストレーニングの基礎知識」が 4 名と最も多かった。次に多かった

のは、「メンタルヘルストレーニングの方法」で 3 名であった。 

 

 

2.3.3.6 eラーニングの「メンタルヘルストレーニング」の理解度 

 

 

図表 73 e ラーニングの「メンタルヘルストレーニング」の理解度 
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 実際に学習した 5 名は、全員が「よく理解できた」「少し理解できた」という回答だった。 

 

 

2.3.3.7 集合講座「遠隔スポーツ・トレーニング・ディスカッション」の理解度 

 

 

図表 74 集合講座「遠隔スポーツ・トレーニング・ディスカッション」の理解度 

 

 集合講座で実施した「遠隔スポーツ・トレーニング・ディスカッション」の理解度では、

全員が「よく理解できた」と回答している。 

 

 

2.3.3.8 集合講座「運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度 

 

図表 75 集合講座「運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度 
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 集合講座で実施した「運動解析システムと心拍数測定システム」の理解度では、8 名が「よ

く理解できた」と回答した一方で、「あまり理解できなかった」という回答も 1 名あった。 

 

 

2.3.2.9 集合講座「メンタルヘルストレーニング・運動中の歩行診断」の理解度 

 

 

図表 76 集合講座「メンタルヘルストレーニング・運動中の歩行診断」の理解度 

 

 集合講座で実施した「メンタルヘルストレーニング・運動中の歩行診断」の理解度では、

全員が「よく理解できた」と回答している。 
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2.3.3.10 運動やスポーツを行う頻度 

 

 

図表 77 運動やスポーツを行う頻度 

 

 普段、受講者が運動やスポーツを行う頻度について質問した。「週に 1～3 日くらい」と

いう回答が 5 名、「ほとんど行わない」が 4 名という結果だった。 

る。 

 

 

2.3.3.11 普段、運動不足を感じるか 

 

 

図表 78 普段、運動不足を感じるか 

 

 普段、運動不足を感じるかについては、6 名が「とても感じる」、2 名が「少し感じる」、
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1 名が「あまり感じない」という回答であった。前問であまり運動をしないという回答が多

かったが、運動不足の自覚はあるようである。 

 

 

2.3.3.12 普段、精神面で疲れやストレスを感じるか 

 

 

図表 79 普段、精神面で疲れやストレスを感じるか 

 

 普段、精神面でストレスや疲れを感じるかについては、3 名が「とても感じる」、4 名が

「少し感じる」、「あまり感じない」と「全く感じない」は各 1 名であった。今回の受講者

は、精神面でのストレスや疲れを感じる者が多かったようである。 
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2.3.3.13 運動やメンタルヘルストレーニングを行う意向 

 

 

図表 80 運動やメンタルヘルストレーニングを行う意向 

 

 今後、運動やメンタルヘルストレーニングを行おうと思うかでは、「とても思う」が 6

名、「少し思う」が 2 名という回答であった。「あまり思わない」という回答は 1 名であっ

たが、全体的には、今後も行っていこうという意向がうかがえる結果となった。 

 

2.3.3.14 自由意見 

 今回の講座や、SUPER-BIT、運動、スポーツ、メンタルヘルスなどについての自由意見

には、以下のような回答があった。 

 

 ・脈を測るということをこれからの日々でもやっていこうと思った 

 ・歩行からいろいろなデータが取れるのは画期的だと思った。 

 ・自分が想像とデータでは違う部分があった。トレーニングはもっと追い込んでもいいの

かなと感じましたし、姿勢や歩行は意識したことがなかったですがあまり良くなかっ

たので、今後も見据えて日々の中で運動や健康を意識した生活をしたいです。 

 ・紹介して頂いた心拍数計測の測定の方法などは、ラズパイと心拍数を計測するデバイス

の 2 つを使っていて自分で作る事もできるというのが衝撃だった。実際に作ってみた

いと思う。 

 ・IT 技術の進化や生活と IT の関わりの深さと凄さを実感しました。 

 ・今回の講座で習った毎日 20 分のウォーキングとストレッチは毎日続けていこうと思い

ます。 

 ・IT は、技術面だけでなく、生活面でも、いろんな事ができるのが感心します。最後の

ビッタスウォーク解析レポートを見て、自分の姿勢を良くしたいと思いました。運動か
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トレーニングも今後続けるようがんばります。 

 

 トレーニングについて積極的な姿勢や、IT との関係についての興味を示す意見があった。 
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第 3章 まとめ 

 今年度の講師向け研修では、学生向け実証講座で実際に使用する機材の解説、及び教育環

境の整備に関する実習を行った。本研修内容を基に、後述する学生向け実証講座を実施した

が、3 校とも機材トラブルはなく、準備・運営がスムーズに行われたことが、担当講師や実

施委員から評価された。また、学生も積極的に課題に取り組み、遠隔スポーツに関する興味

を示す意見もアンケートで得られていた。 

 

 また、学生向け実証講座では、講座後に実施したアンケートで、3 校とも、学習内容への

理解度は高かった。また、遠隔スポーツに関する興味を引き出すことができた。学校間、或

いは専門学校と大学との大きな差は見られなかった。そのため、本教育プログラムの学習内

容・レベルともに妥当であったと考えられる。また、実施校と日本工学院八王子専門学校と

をオンラインで接続して実施した遠隔スポーツについては、特に興味を持った学生が多く、

全員から「必要である」との回答が得られたのは大きな成果である。 

 

 以上のように、講師向け研修及び学生向け実証講座の評価から、教育プログラムの妥当性

は確かめられた。また、本教育プログラムで活用しているウェアラブルデバイスやマイコン

等の機材は安価なものであり、各校の接続は既存のインターネット回線や校内のネット

ワークを利用しているため、新たに特別なシステムを構築する必要がない。e ラーニングコ

ンテンツは PC だけでなくスマートフォンやタブレット等でも利用できるようになってい

るため、ユーザーも利用しやすいシステムとなっている。以上により、本事業で構築した遠

隔教育モデルは、他教育機関への導入可能性も十分であると考える。 
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第 4部 次年度以降への展開検討 

第 1章 今年度の事業成果 

 今年度は、3 年間の事業期間における最終年度として、昨年度に引き続きカリキュラムや

教材の開発と改善を行った。また、それらを活用して講師向け研修を実施した。実証講座に

て評価を行い、教育プログラムの検証と 3 年間の成果のとりまとめを行った。 

 

 今年度は、AI・IoT 教材、グループワーク教材（メンタルヘルス、スポーツ）及び講師用

指導ガイド（メンタルヘルス）を開発し、e ラーニングに実装した。また、昨年度までに実

装していた e ラーニングの一部コンテンツの再調整を行い、改善を図った。そして、学生向

け実証講座の準備や運営を題材とした講師向け研修を実施し、それを基に、e ラーニング及

び集合講座からなる実証講座を構成して、本校を含む 3 校にて実施した。受講者アンケー

トからは、学生の理解度は高いことがわかった。また、実施校と日本工学院八王子専門学校

とをオンラインで接続してトレーニングの指導を行う遠隔スポーツ・トレーニングも実施

したが、これに対する学生の興味は非常に高かった。 

 

 こうして、3 年間の事業で構築してきたスポーツ IT 分野の遠隔教育モデルの教育効果、

及び他教育機関等への導入可能性が確かめられた。 

 

 

第 2章 次年度以降への展開 

 本事業により構築するスポーツ系科目の遠隔教育導入モデルは、既に述べたように、今後

も想定される新型ウイルスや大規模災害、増加する不登校等の事由により、遠隔授業が長期

化する際に懸念される運動能力の低下及びクラスメートとの仲間意識の希薄化といった問

題に対する有効な対策となることが期待される。それに加えて、従来の対面による授業運営

に加えて、本事業で構築する遠隔教育の手法を組み合わせることで、対面と遠隔とのそれぞ

れの特性を活用して相乗効果が生まれ、より教育効果の高い授業運営に繋がる可能性も期

待できる。 

 

 今後、本モデルを拡張してより教育効果の高いものとしていく上では、教育プログラムの

拡張等が不可欠である。そのためには、本事業の実施委員会に加え、より多くの教育機関や

企業、業界団体、行政等との連携体制を整えていくことが重要となる。そこで、文部科学省

や、「専修学校における先端技術実証研究」の分野横断連絡調整会議の指導や協力も受けな

がら、他プロジェクトとの連携体制を構築していくことを計画している。 



80 

 

 

 例えば、本事業で確立するウェアラブルデバイスによるバイタルデータの取得・解析方法

と、「先端技術利活用検証プロジェクトにおける実証研究」にて研究されている AR や VR

等を組み合わせれば、学生が実施しているトレーニングの成果をリアルタイムで確認し、予

め設定した目標までの進捗状況を視覚的に捉えられるような仕組みを構築することも可能

である。このような仕組みによって、学生のモチベーション向上を支援し、より教育効果の

高いモデルへと拡張していくことも検討したい。 

 

 以上のような遠隔教育モデル拡張を検討していく連携体制の整備と並行し、本事業で構

築するモデルの直接的な活用方針として、20 時間程度の短期講座の実施や、本事業実施委

員会参画校を中心とした教育機関へのモデル導入、さらには、本モデルを基にして一般向け

のトレーニングプログラムを構築し、地域の方を対象とした公開講座の実施等を検討して

いる。  
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#define SW_PIN 22 // SW_PIN 22
pinMode(SW_PIN, INPUT_PULLUP);    // SW_PIN 22
digitalWrite(LED_PIN, digitalRead(SW_PIN)); 
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LED SW LED
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pinMode(SW_PIN, INPUT_PULLDOWN);    // SW_PIN 22

SUCCESS
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LED SW LED
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SW

int SW_Status; // SW

109



int SW_Status SW
SW_Status = HIGH LOW; // SW

SW

SW

110



111



i = 0;                  // 
if(msg[0] == 0 ){                 // 0 
digitalWrite(LED_PIN, LOW);       // LED 
mySerial.println( LED OFF! );               //  

}else if(msg[0] == 1 ){                               // 1 
digitalWrite(LED_PIN, HIGH);               // LED 
mySerial.println( LED ON! );                // 

}else{                                                              // 
digitalWrite(LED_PIN, HIGH);               // LED 
delay(100);
digitalWrite(LED_PIN, LOW);               // LED 
delay(100);

LED
mySerial.println("Unknown Message !!");  // 

}

SUCCESS
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platformio.ini
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SUCCESS

135



#include <BLEDevice.h>
#include <Wire.h>
#include <Adafruit_GFX.h>
#include <Adafruit_SSD1306.h>

136



//Variables to store temperature and humidity
char* temperatureChar;
char* humidityChar;
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139



//Connect to the BLE Server that has the name, Service, and Characteristics
bool connectToServer(BLEAddress pAddress) {

BLEClient* pClient = BLEDevice::createClient();

// Connect to the remove BLE Server.
pClient->connect(pAddress);
Serial.println(" - Connected to server");

// Obtain a reference to the service we are after in the remote BLE server.
BLERemoteService* pRemoteService = pClient->getService(bmeServiceUUID);
if (pRemoteService == nullptr) {
Serial.print("Failed to find our service UUID: ");
Serial.println(bmeServiceUUID.toString().c_str());
return (false);

}

140



SUCCESS

141



142



143



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

10
:11

:15
10

:11
:2

9
10

:11
:4

3
10

:11
:5

7
10

:12
:12

10
:12

:2
6

10
:12

:4
0

10
:12

:5
4

10
:13

:0
9

10
:13

:2
3

10
:13

:3
7

10
:13

:5
1

10
:14

:0
5

10
:14

:2
0

10
:14

:3
4

10
:14

:4
8

10
:15

:0
2

10
:15

:16
10

:15
:3

1
10

:15
:4

5
10

:15
:5

9
10

:16
:13

10
:16

:2
8

10
:16

:4
2

10
:16

:5
6

10
:17

:10
10

:17
:2

4
10

:17
:3

9
10

:17
:5

3
10

:18
:0

7
10

:18
:2

1
10

:18
:3

5
10

:18
:5

0
10

:19
:0

4
10

:19
:18

A B C Trainer

144



145



146



147



148



PlatformIO

149



Project Configuration

Create New Project

150



src main.cpp

SUCCESS

151



152



Microsoft Store Python

153



154



155



156



157



158



159



160



161



162



163



グループワーク教材（メンタルヘルス） 

164



165



166



167



168



169



170



171



172



173



174



175



176



177



178



179



180



181



182



183



184



185



186



187



188



189



190



グループワーク教材（スポーツ） 

191



192



193



194



195



196



197



講師用指導ガイド（メンタルヘルス） 

198



199



200



201



202



203



204



205



206



207



208



209



210



211



212



213



214



215



216



217



218



219



220



221



222



223



224



225



226



227



228



229



230



231



232



233



234



235



236



237



238



239



240



241



242



243



244



245



246



247



248



249



250



251



252



253



254



255



256



257



258



259



260



261



262



263



264



265



266



267



268



269



270



271



272



273



274



275



276



277



278



279



280



281



282



283



284



285



286



287



288



289



290



291



292



293



294



295



296



297



298



299



300



301



302



303



304



305



306



307



308



309



310



311



312



313



314



315



316



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 文部科学省 

「専修学校における先端技術利活用実証研究」 

「ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の 

遠隔教育導入モデルの構築」 

成果報告書 

 

 

本報告書は、文部科学省の教育推進事業委託費による委託事業として、 

学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校が実施した 

令和４年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」の 

成果をとりまとめたものです。 

 

２０２４年３月 

学校法人三橋学園 

船橋情報ビジネス専門学校 
 




